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1. はじめに 用される。そのため、ユーザは複数のポータル

サービスの巡回を強いられる結果となり、そも

そもの EIP の導入効果である「必要な情報に迅

速にアクセス」が薄れてしまう傾向にある｡ 

企業内の情報システムは、従来のクライアン

トサーバ型システムから Web 技術を基盤とした

Web アプリケーションに移行しつつある。これま

でに様々な業務が Web アプリケーション化され、

業務効率向上が図られてきている。その一方で、

企業内には多数の Web アプリケーションが業務

ごとに存在する結果となり、煩雑なログイン操

作など業務システムの使い勝手が悪化している

場合が多い。 
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上記問題の解決策として企業情報ポータル

(Enterprise Information Portal、以降、EIP と

略す) が注目されている。EIP では、業務システ

ムをポートレットと呼ばれるラッパーで部品化

し、ユーザが単一の画面に必要に応じてポート

レットを組み合わせられるようにする。これに

より、ユーザは必要な情報に迅速にアクセスす

ることができるようになる。 図 1 大規模組織における EIP 適用の課題 
 

2. 大規模組織における EIP 適用の課題 3. 解決案 
前章で述べたように、EIP 導入により必要な情

報に迅速にアクセスすることができる環境が整

いつつある。しかし、複数事業所から構成され

ていたり、グループ企業間で連携して事業を行

っていたりするような大規模組織の場合、全て

の Web アプリケーションを EIP により統合する

ことは困難である。なぜなら、それぞれ独立し

た予算、拠点固有の業務システムを持つことが

多いためである。そのため、事業所や関連会社

毎に業務システムを統合したポータルサーバを

構築、運用を行っているケースが多い。 

全ての業務システムを集約し、単一のポータ

ルとしてユーザに提供することができれば前記

の問題は解決し、ユーザの利便性が向上するが、

以下の理由から業務システムの集約は非現実的

な場合が多い。 

・ 業務システムは拠点ごとに運用管理 

・ 大規模な計算機システムおよび広帯域ネッ

トワークが必要 

そこで、図 2に示すようにポータルサーバ同

士を連携させ、ポートレットをリモート呼出し

することにより、拠点ごとにポータルを運用し

つつ、複数のポータルを統合し単一のポータル

としてユーザにサービスを提供することを可能

とする。これにより散在する業務システムを集

約することなく、全社統合ポータルの構築運用

が可能となる。 

たとえば、図 1に示すように、本社、営業、

開発部門があるような組織の場合、本社には総

務系業務など全社共通の業務システムを統合す

る本社ポータルが、営業や設計部門にはそれぞ 

れ固有の業務システムを統合するポータルが運 

 リモートポートレットコールは、以下の 4 つ

の機能からなる。  Research on Framework of Enterprise Information Portal 
- Study on New Architecture for Large-scale Organization 
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 (1) プロキシポートレット 
 ユーザのリクエストを RPC サーバ上で稼動す

るポートレットの実体(業務システム)へ転送す 
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る。呼出しには SOAP を利用する。 
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図 2 システム構成 

(2) シングルサインオン 

プロキシポートレットが RPC サーバへアクセ

スする際のログインを自動化し、ポータルサー

バ間のシングルサインオンを実現する。 

(3) セッション管理 

ユーザ－RPC クライアント間のセッションと

RPC クライアント－RPC サーバ間のセッションの

関連付け管理を行う。 

(4) ポートレットライブラリ 

ポートレットのランタイムライブラリ。ポー

トレット開発者はリモートコールか、ローカル

コールかを意識することなくライブラリを利用

してポートレットを開発することができる。 
 
4. 評価 

今回採用した方式では、リモート呼出しが発

生する分、ポートレット呼出しのオーバヘッド

が増加する。リモートコールの処理は、主にセ

ッション管理、SOAP メソッド呼出しオーバヘッ

ドとなる。 

セッション管理は、主にメモリ上のセッショ

ン連携用テーブルの検索となるのでマイクロ秒

オーダの処理時間でありオーバヘッドとしては

無視できる。一方、SOAP メソッド呼出しは XML

データ解析等の処理が存在するので、ミリ秒単

位のオーバヘッドが発生すると考えられる。そ

こで SOAP メソッド呼出しのオーバヘッドを測定

し、リモートポートレットコールのオーバヘッ

ドを推定した。測定は、 に示す環境を用い、

同一マシン内で何も処理を行わないメソッド呼

出しを繰り返し実行することにより行った。 

表 1

表 1 測定環境 

 

(1)プロキシポートレット 

(2)シングルサインオン 

(3)セッション管理 

ポートレット実体 

(4)ポートレット 

ライブラリ 

ポータルサーバ ポータルサーバ 

RPC クライアント RPC サーバ 

リモートポート 

レットコール 

業務システムサーバ 

シングルサインオン用テーブル セッション連携用テーブル

RPCクライアント 

セッション ID 

RPC サーバ 

セッション ID

RPC サーバ 

ユーザ ID 

RPC サーバ 

パスワード 

RPC クライアント 

ーザ ID 

aro taro1 taropass 

nako hanako1 hanapass 

： ： ： 

2qh20ostg1 

： 

： 

la091rasu9 

： 

： 

本社 

営業 

営業提供 

ポートレット 本社提供 

ポートレット 

参照 参照 
参照 

リクエスト 

(SOAP) 

本社ポータル提供のポー

レットを営業ポータルで利
全社統合ポータル画面 

ユーザ 

CPU Mobile Pentium III 800MHz

メモリ 512MB 

OS Windows 2000 

JDK Java 2 SE V1.3.1_02 

SOAP エンジン Apache AXIS beta 3 

 

測定の結果、SOAP メソッド呼出しのオーバヘ

ッドは、20ms 程度であった。従って、リモート

ポートレットコールのオーバヘッドは、20ms 程

度であると推定できる。SOAP メソッド呼出しの

オーバヘッド測定結果より、ポータルサーバ間

でポートレットをリモートで呼出すことによる

オーバヘッドの増加は、約 20ms 程度であると推

定できた。本結果により、今回採用のリモート

ポートレットコール機能による、ユーザの使い

勝手は悪化しない見通しを得た。 

 

5. おわりに 
本報告書で提案したリモートポートレットコ

ール方式により、必要最小限の計算機およびネ

ットワークリソースで、運用管理を複雑化する

ことなく大規模組織対応のポータルサービスを

実現できる見通しを得た。 
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